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要約 : +332年� 沖縄県豊見城村で収穫前のグアバ果実に腐敗が発生した� 最初� 緑色の果実表面に褐色小斑
が発生� その後成熟した黄色の果実に茶褐色の病斑が急速に拡大し� 果実表皮下に未熟な分生子層が多数形
成され� さらに表皮を裂開した成熟分生子層からは円筒形の分生子 �大きさ : 2.+�+2.2 mm�-./�../ mm� が
豊富に観察された� また得られた分離株を用い接種試験を行った結果� グアバをはじめパパイア� マンゴ�
果実にも病原性を示した� これらの結果から本病は� Colletotrichum gloeosporioides (Penzig) Penzig &

Saccardoによって引き起こされた炭疽病であることが確認された�
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緒 言

グアバ �Psidium guajava L.�は�フトモモ科バンジロウ
属� 常緑の低木または小高木で� 南アメリカと西インド諸
島の原産でその後� 熱帯� 亜熱帯の各地域に伝わった� わ
が国には +1世紀�沖縄に渡来したといわれている�果実は
洋梨形が多く� 果頂部に顎片が残り� ザクロに似ているた
め� バンザクロ �番柘榴� の別名もある+�� また果実はビタ
ミンが豊富なためジュ�スにされ� 葉はグアバ茶として高
血圧に有効であるとの報告もある,��
グアバの病害としては炭疽病が世界的に最も恐れられて
おり� ブラジル� インド� ナイジェリア� オ�ストラリア�
フィリピンおよびプエルトリコからの報告がある-�� しか
し� わが国におけるグアバの病害報告には� 斑葉病� 根こ
ぶ線虫病の報告があるだけで.�� 炭疽病の報告は渡邊
�+311�/�により海外での発生例として� 病名が記されてい
るだけであり� その詳細は不明である�

+332年�沖縄県豊見城村の収穫前のグアバ果実に腐敗が
発生した� 病徴は以下のとおりである� すなわち最初緑色
の果実表面に褐色小斑が生じ� その後� 成熟した黄色の果
実に茶褐色の病斑が拡大� その上に炭疽病菌の分生子層が
多数形成された� そこで� 標徴部から菌の分離を行い� 分
離菌の病原性� 宿主範囲および生育温度条件を調べた�

材料および方法

� 病原菌の分離
グアバ果実の病斑上に形成された分生子塊を� 滅菌水に
加えて分生子懸濁液を調整した� これを素寒天平板培地
�WA� 表面に線状に塗布し� ,/�の恒温器内で ,.時間培

養後� 光学顕微鏡下で単胞子分離を行い分離菌を得た�

� 分離株の形態観察
分生子層を含む果実表皮の断面構造は� 超ミクロト�ム
で厚切り切片を作製後� 光学顕微鏡で観察した� また分生
子および付着器の観察は光学顕微鏡で観察した�

a� 分生子層断面の観察
病斑部を ,�グルタルアルデヒド �pH 1.*, *.+ Mリン酸
緩衝液� で前固定後� +�四酸化オスミウム �pH 1.*, *.+ M

リン酸緩衝液� で後固定した� その後� エタノ�ル系列で
脱水し� スパ�樹脂0�に包埋後� 超ミクロト�ム �LKB-

.2**� で約 / mmの切片を作製し� アズ�ル Bで染色して
光学顕微鏡で観察した�

b� 分生子および付着器の観察
分生子は病斑上で得られたものを光学顕微鏡で観察し

た� さらに付着器の観察のため分離菌を PDA培地上で培
養後� 得られた分生子をニンジン�ジャガイモ寒天
�PCA� 培地上で� ,/�暗黒下� -日間培養し� 光学顕微鏡
で発芽した分生子より形成された付着器を観察した1��

� 分離菌株の生育温度
グアバ分離菌株 GG+/と� グアバ栽培圃場に隣接して栽
培されていたマンゴ� �品種 : ア�ウィン� 果実から分離
した炭疽病菌 GM++およびパパイア分離菌株 GP,-との
生育温度を比較検討した�各分離菌株は� PDA培地上であ
らかじめ ,/�で 1日間培養後に� 菌叢の周縁部を直径 /

mmの滅菌したコルクボ�ラ�で打ち抜き� これを直径 3

cm滅菌シャ�レの PDA平板中央に +個ずつ移植した�
調査温度は /� +*� +/� ,*� ,/� ,2� -*� -,� -/� -2�とし�
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各温度の恒温器に -枚ずつ静置した� その後� 培養 1日目
に各平板上に生育した菌叢の直径を測定し� 各温度で生育
した直径の平均値を求めた�

� 病原性
分離菌を ,/�� PDA培地上で 1日間暗黒培養し� 続い
て 1日間近紫外線 �東芝製 FL,*S BLB� 連続照明下で培
養し�形成された分生子をそれぞれ +�+*/個�mlになるよ
うに懸濁液を調整し� 接種源とした� 接種植物には� グア
バの他にパパイア� マンゴ�� バナナ果実を供試した� ま
ず 1*�エタノ�ルを浸み込ませた脱脂綿で各接種部位を
拭き� その後� 有傷接種に於いては� +*本の虫ピンを束ね
果実の中央部を軽く突いて付傷させた部位に前述の分生子
懸濁液を +滴滴下させた� また無傷接種に於いては傷を付
けずに分生子懸濁液を +滴滴下させた� その後� 接種植物
全体をビニ�ル袋で覆い� ,/�下に置き病徴の進展の調査
を行った�

結 果

� 病徴および標徴
病徴はまず収穫前のグアバ緑色果実に褐色小斑を生じ

�Photo. +�� その後� 成熟した黄色の果実 �Photo. ,� に茶
褐色の病斑が急速に拡大した �Photo. -�� その結果� 果実
腐敗が発生し� その表面に炭疽病の分生子層が多数観察さ
れた� また� 果実腐敗が発生した樹の葉� 枝からは炭疽病
の病徴は認められなかった�

� 病原菌の分離�培養
病斑部の分生子粘塊から単胞子分離を行ったところ� 得
られた分離菌 +*菌株はいずれも同様の形態的特徴を示し
た� すべての分離菌株の菌叢は PDA培地上で灰褐色から
褐色� BLB照射下で黒褐色の分生子層を形成し� その上に
橙色の分生子粘塊を豊富に形成した� また� 培養菌株から
子のう殻は認められなかった� そこで分離菌株 GG-+/を
以下の実験に供試した�

� 分離菌株の形態観察と同定
a� 分生子層の観察
本病斑部の断面構造を観察するため� 病斑部をスパ�樹
脂に包埋後� 厚切切片を作製し光学顕微鏡で観察した� そ
の結果� 子座を形成した円形から不定形� 直径約 2*�,**

mmの分生子層が観察された �Photo. .��
b� 分生子の観察
病斑上の分生子は� 無色� 単胞� 円筒形� 大きさ 2.+�

+2.2�-./�../ mm �平均 ++.-�..+ mm� であった �Photo.

/��
c� 付着器の観察
PDA培地上で ,/� -日間� 暗黒培養した結果� 発芽し
た分生子は付着器を形成した� その形態は褐色� 卵形もし
くは倒卵形で大きさ ..1�0.2 mmであった �Photo. 0��

d� 分離菌の同定
a� �c�の結果から SUTTON �+33,�2�の報告を参照し�本

菌を Colletotrichum gloeosporioides (Penzig) Penzig &

Saccardoと同定した�
e� 分離菌株の生育温度
グアバ分離株 GG+/の生育温度をマンゴ�分離株 GM++

およびパパイア分離株 GP,-と比較検討した結果� 全ての
分離株は +*�-/�で生育した �図 +�� さらに GG+/と
GM++の最適生育温度は ,/�で� パパイア分離株 GP,-

は ,2�であった� また GP,-は ,/�-*�で他の分離株に
比べ最も良い生育を示した� 菌叢の色は ,/�で培養 1日
目には� GG+/は灰褐色� GM++は灰黒色� GP,-は灰白色
とそれぞれ異なっていた�

� 病原性
グアバ分離菌株 GG+/をグアバをはじめマンゴ�� パパ
イア� バナナ果実に有傷および無傷接種した結果� グアバ
果実上では他の果実に比べ有傷接種 ,日目に茶褐色の病斑
が現れ� 接種 1日目には分生子を豊富に形成し� 病徴が確
認された� また� 無傷接種では� 病徴の進展は遅かったが�
接種 +*日目には分生子が観察された�これに対して他の -

種の果実では� 有傷接種を行った果実においても病徴の進
展が遅く� パパイア以外では� 分生子の形成が悪かった�
さらに無傷接種では病原性を示さなかった�

考 察

グアバ果実は� 栄養に富み果皮が手で剥けず� 種子が果
肉内に散在するため� 生食するには丸かじりするのが一般
的で� インドでは貧困層の栄養食品として重要視されてい
る3�� また� 収穫後の貯蔵が困難なため果皮の付傷に気を
つけて収穫され� 海外では最も重要な病害とされる炭疽病
の発生を抑制するため� 殺菌剤処理� 放射線照射及び低温
貯蔵などの処理が行われている-��

+1世紀に沖縄に渡来したといわれているグアバは�輸送
が困難なため生食用は県内消費が大部分となり� さらに
ジュ�ス等の加工食品に用いられている� 沖縄県豊見城村
は� 各種マンゴ�果実の生産地であり� その生産圃場の脇
にグアバを小規模に栽培している農家が一般的である� わ
が国においてマンゴ�� パパイア� バナナ等の熱帯果実の
炭疽病発生報告はあるが� グアバ果実からの報告は皆無で
ある� 今回� マンゴ�� パパイアから分離された GM++お
よび GP,-分離株は� 菌叢の色からグアバ分離株 GG+/と
明らかに異なっていた� またグアバから分離された GG+/

は接種試験の結果からも� マンゴ�� パパイアに比べグア
バ果実で最も病徴の進展が早いことがわかった� しかし�
GG+/はマンゴ�� パパイア果実に遅いながらも病原性を
示し� 炭疽病の発生しているグアバ果実がマンゴ�圃場に
隣接していると� マンゴ�果実にも感染する恐れがある�
そこで� 炭疽病に感染した果実は直ちに焼却処分をするこ
とが望まれる�
本報告は� 収穫時に発生したグアバ果実における炭疽病
のわが国最初の報告である� 炭疽病菌の果実に対する感染
は� 通常� 開花直後の幼果に侵入して角皮層下に長期にわ
たって潜伏したまま� 追熟に伴い病徴を示す潜在感染
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�Latent infection�3�++�する場合と� 傷口から侵入して短
期に病徴を示す非潜在感染 �non-latent infection�+,�の場
合があり世界的に恐れられている� 今後� わが国でもグア
バ果実の輸送が活発化すると炭疽病を含むポストハ�ベス
ト病害の発生が懸念される� その際� 海外ですでに行われ
ている収穫後の殺菌剤処理や放射線照射処理-�よりもパパ
イア� マンゴ�で行われているような収穫後の果実を直ち
に温湯の中に浸漬させる温湯処理 �Hot-water treatment�+-�

がより安全であり� 炭疽病の発生を抑制させる手段として
推奨される�
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図 + Colletotrichum gloeosporioides �分離菌株 : GG+/� GM++� GP,-� 菌叢の生育と培養温度との関係
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Photo. + Small brown spot lesions appeared on immature guava fruits.

Photo. , Dark brown lesions on mature guava fruit.

Photo. - A fruit rot lesion bearing acervuli with orange conidial masses.

Photo. . A cross section of acervuli on fruit rot lesion.

Photo. / Conidia of C. gloeosporioides isolated from guava fruit.

Photo. 0 Appressoria of C. gloeosporioides formed on water-agar.
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Anthracnose of Guava Caused by Colletotrichum
gloeosporioides (Penzig) Penzig & Saccardo

By

Yukio YAGUCHI*, Katsue UEHARA** and Norikazu KAMEYAMA***

�Received November ,2, ,**,/Accepted March +,, ,**-�

Summary : In +332, a new disease was found on Guava (Psidium guajava L.) fruits, in Okinawa

prefecture, Japan. Small brown spot lesions appeared first on immature green fruits. After the

maturation of fruits, dark brown lesion enlarged and developed rapidly on the yellow colored fruits,

and bore members of concentrically arranged acervuli with orange conidial masses. A fungus was

isolated from these lesions, the acervuli were subepidermal, 2*�,** mm in diameter and lacked setae.

Conidia were aseptate, hyaline, cylindrical, apex obtuse, base truncate, and measured 2.+�+2.2�-./�
../ mm (av. ++.-�..+ mm). Appressoria were clavate or slightly irregular and brown colored and ..1�0.2

mm in size. The causal fungus was identified as Colletotrichum gloeosporioides (Penzig) Penzig &

Saccardo. Anthracnose of Guava was proposed as a new disease in Japan.

Key Words : anthracnose, guava, Colletotrichum gloeosporioides
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